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奈
良
の
グ
ル
ー
プ
の
展

覧
会
で
奈
良
に
出
か
け
た
。

大
和
三
山
や
興
福
寺
の
猿

沢
の
池
を
描
い
た
が
、
こ

れ
も
そ
の
一
つ
。

　

室
生
寺
は
女
人
高
野
と

云
わ
れ
る
。
女
人
禁
制
の

高
野
山
に
対
し
て
、
女
人

の
参
詣
に
も
門
戸
を
開
い

て
い
た
か
ら
だ
。

　

境
内
に
入
っ
て
間
も
な

く
、
高
さ
十
六
ｍ
。
国
内

最
小
の
か
わ
い
ら
し
い
五

重
塔
が
あ
っ
た
。
興
福
寺

五
重
塔
の
三
分
の
一
の
高

さ
。
八
〇
〇
年
頃
建
て
ら

れ
、
法
隆
寺
の
五
重
塔
に

次
い
で
古
い
。

　

五
重
塔
の
脇
に
奥
の
院

に
続
く
七
百
段
の
階
段
が

あ
る
。

　

そ
の
附
近
に
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
拡
げ
る
人
が
沢

山
。
取
り
敢
え
ず
、
奥
の

院
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
、「
矢

張
り
ス
ケ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

は
こ
の
五
重
塔
」
と
思
い
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
拡
げ

る
人
々
の
隙
間
で
、
こ
れ

を
描
い
た
。

来
週
は
お
休
み
し
ま
す

　
室
生
寺
五
重
塔

奈
良
県

無菌が落とし穴？
　

浜
松
市
で
給
食
の
パ
ン

が
原
因
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が
発
生
。

パ
ン
工
場
は
・
・

　

問
題
の
食
パ
ン
を
作
っ

た
工
場
で
は
ト
イ
レ
は
自

動
ド
ア
、
便
器
の
蓋
も
自

動
開
閉
。
一
切
手
を
触
れ

な
い
仕
組
み
だ
っ
た
。
唯

一
、
手
袋
の
は
め
外
し
が

人
手
。
そ
こ
で
ウ
イ
ル
ス

が
付
い
た
ら
し
い
。

　

食
パ
ン
は
粉
を
捏
ね
、

窯
で
焼
か
れ
る
。
窯
か
ら

出
た
と
き
に
は
無
菌
。
と

て
も
清
潔
だ
っ
た
。

無
菌
が
落
と
し
穴
？

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
無
菌

状
態
が
落
と
し
穴
と
指
摘

す
る
人
も
い
る
。

　

通
常
の
環
境
に
は
常
在

細
菌
が
い
る
。
病
原
菌
は

常
在
細
菌
と
の
競
争
に
晒

さ
れ
る
。
病
原
性
大
腸
菌

Ｏ
ー
一
五
七
を
例
に
取
る

と
、毒
素
を
作
る
た
め
に
、

身
体
の
半
分
を
使
う
。
こ

の
為
、
残
り
の
半
分
で
、

他
の
細
菌
と
競
争
。
仲
々

勝
て
な
い
。
が
無
菌
だ
と

競
争
が
な
い
の
だ
。

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
も

　

子
供
の
頃
、
通
学
路
の

脇
に
は
肥
溜
め
も
あ
っ

た
。
道
に
は
牛
糞
が
落
ち

て
い
た
。
乾
け
ば
塵
と
な

っ
て
舞
う
。
色
々
な
細
菌

が
飛
ん
で
い
た
。
学
校
の

寄
生
虫
検
査
で
ク
ラ
ス
で

何
人
か
は
感
染
が
見
つ
か

っ
た
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
身

体
を
防
御
す
る
機
能
は
、

こ
れ
ら
色
々
な
汚
染
と
闘

う
の
に
忙
し
か
っ
た
と
云

う
。
無
菌
に
な
っ
て
、
防

御
機
能
は
暇
に
な
り
、
日

常
触
れ
る
小
麦
と
か
卵
な

ど
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ

す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　

衛
生
を
巡
る
闘
い
の
歴

史
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


